










1.はじめに 

幼児の健康は、幼児に対する養育条件と環境条件に影響されることは従来から指摘されて

いる。我々は、その点に注目し、母子相互作用の視点を基盤に、環境条件が母の養育態度

に及ぼす影響について考え、さらに、幼児の健康・安全行動の形成への影響を検討するこ

とを本研究班のなかで位置づけられている。 

幼児にとって住居は、最も身近かな生活環境ということができる。その住居には、「器」と

しての条件に加えて、そこに住む「人」のもつ条件があり・それぞれ単独に、または、総

合して幼児の健康に影響を及ぼすことが考えられる。特に、「人」の条件が無視できないこ

とは、幼児期の発達特性からみても、生活の大部分(または、全てといっても過言ではない)

が、養育者の支配のもとに営まれているためである。その養育は、教育者が、その器のな

かで、または、器の囲りで実践している。その点から、我々は、器とそのなかの人の要因

の両面からの検討を不可欠な条件として認識したわけである。 

さて、器としての住居を考えるとき、従来から指摘されている「建築衛生学的因子」は無

視できないが、今回は、それを検討因子とはしていない。むしろ、住居の種類と住居の所

在地の地域社会的環境条件を重視し、これらの条件と幼児の健康・安全行動形成における

養育者である母の対応状態との関連について検討した。 

現在、わが国の都市においては、種々の条件からみて、理想的な住居条件を求めることは

必ずしも可能な状態にあるとはいえない。この厳しい現実のもとに、幼児が幼児らしく発

達していくための対応が必要なのである。母が幼児を正常に発達させるための対策をいか

に考えるかが何よりも重要である。その見地から、本研究においては、幼児の遊びや健康

管理に対する母の対応の実態を住居環境との関連において捉らえ、母の対応に対する指導

方針決定の一助とすることを目的とした。なお、今回は、前年度までの研究成果を加えて

広く考察したい。 


